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この度，大変な大役を拝命いたしました。責任あるこの大役に対し己の力量を知りつつ，それを何と

か超えるべく自分との戦いに挑み，粉骨砕身努力をして参る所存です。浅学非才ではございますが，何

卒宜しくご指導ご協力ご教示を賜りますようお願い申し上げます。

さて，我々の営む歯科医業の本質は，生活の根幹をなす咀嚼，消化，発音，発声，味覚，食感，表情，

嚥下，吸う，吹くなどの歯・口腔機能の維持・向上を手段として具現化するものすなわち，歯科医療に

あると考えます。

この歯科医療は，全身的血液疾患があると歯肉に易出血性を示したり，胃が悪ければ舌が荒れたりな

どと口腔内に全身疾患の一症状が現れることが多い。一方で，口腔内に原発病巣となる疾患があると遠

隔臓器に感染を起こすという古くからよく知られている歯性病巣感染説があるように，全身疾患との関

わりは大変深いといえる。

しかるに，社会保険制度上で益々我々を取り巻く環境は大変厳しいものとなって来ているのが現状です。

今，「早期発見・早期治療」と訴えられた第二次予防の時代から，更なる「健康増進」のための第一

次予防の時代へシフトされつつあります。早期発見・早期治療は今でも大切なことに違いはないが，一

歩前の段階を手厚くすることが国民への利益に繋がると考えられ，平成12年には「健康日本21」が策定

され，また，日本歯科医師会主導で「8020運動」が展開され社会に認知されつつあります。平成14年８

月には「健康増進法」が公布され生活習慣病としてガン，循環器疾患，糖尿病，と並んで「歯の健康」

が認定されたことは，時代の要請であり同時に歯の存在すなわち噛み締めることの出来ることの大切さ

が世にやっと認められたと考えます。

ならば，何故，歯科医学技術的には超高精度が求められる時代に，世界に類を見ない超低評価でその

提供が求められる制度の中で，我々は溺れさせられなくてはならないのか。新日歯大久保執行部に絶大

なる活躍を期待するのは私だけではないでしょう。

岡山県歯科医師会においては，会長方針の「会員益を第一義に」という点から，会員の税金である会

費を使っての諸行事は費用対効果を十分に踏まえたスリム化，節制を徹底させ，少しでも会員諸兄の体

力増強のための歯科医学研鑽と歯科医業安定経営，歯科医療安全対策等に活かせる施策に視点を当てる

べきだと考えております。

３年間，重ねてご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。
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副会長に就任して

岡山県歯科医師会

副会長 藤　井　龍　平
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副 会 長
藤 井 龍 平 渉外部，厚生部，選挙管理会，裁定部，医事処理委員会，警察歯科医会

黒 住 正 三 公衆衛生部，ＩＴ推進委員会

専務理事 大 嶋 敏 秀 総務部（会館運営事業部会・調査事業部会）

常務理事

鈴 木 次 学術部，広報部，岡山高等歯科衛生専門学院

伊 丹 義 明 社会保険部

西 田 宜 可 渉外部，医療管理部，青色申告会，警察歯科医会

理　　事

渡 里 浩 明 学術部

平 岩 弘 公衆衛生部

竹 下 信 義 医療管理部

小 林 清 司 社会保険部

江 口 邦 成 総務部（会館運営事業部会・調査事業部会）

西 岡 宏 樹 社会保険部

宮 地 芳 之 厚生部（文化事業部会・共済事業部会）

東 原 慶 和 広報部

藤 澤 伸 彦 公衆衛生部，ＩＴ推進委員会

越　宗　芳　彦

國　遠　　　守

齋　藤　治　典

原　 武 仁

飛　田　領　一

近　常　良　孝

相　坂　俊　太

支　部 氏　　　名 支　部 氏　　　名

岡山県歯科医師会 支部長名簿

監　　事
参　　与
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理事会 
１．会長挨拶

この度の素晴らしい，公明正大な選挙で次期会長

も決まり，日歯監事として原副会長も日歯の執行

部に入り肩の荷がおりたような安堵の気持ちで一

杯です。

２．報　　告

〔各部委員会〕

盧　選挙管理会小委員会

２月17日貊，25日貍 （酒井専務）

運用面で無理があった。推薦者の数，選挙公

報･･･今後，是正の方向で検討

盪　公衆衛生部委員会　２月17日貊 （平岩理事）

活動報告と教職員健診の件。介護予防の件。

蘯　会館運営事業部会正・副委員長会　

２月17日貊 （西岡理事）

事業報告と予算案。全体委員会は行わず，

FAXによる質問受付。回答は代議員会で

盻　広報部編集委員会

２月17日貊，21日貂 （黒住常務）

選挙速報を掲載の為，発行が１週間程度遅れ

る

眈　公衆衛生部小委員会

２月20日豺，28日貂 （平岩理事）

健診票４枚綴りに。記入上の注意修正。政府

管掌モデル事業の一部集計

眇　文化事業部会委員会　２月25日貍 （南理事）

反省会，慰労会，委員へアンケート

眄　医療管理部正・副委員長会

２月25日貍 （渡里理事）

部会について

平成17年度 第37回

平成18年３月２日貅

18：30～20：37

眩　広報部部会　２月28日貂 （黒住常務）

報告と説明。モニター出席。対外スポット広告

眤　裁定部委員会　２月28日貂 （原副会長）

１件。3／14に面談通知

眞　学術部正・副委員長会

２月28日貂 （小林理事）

３／8委員会打合せ。3／11プライマリケア学

会の予行。3／18集談会。開会は小林会長，

閉会は國遠副会長

〔本会関連の研修会・会議等〕

盧　本会監事会　２月18日貍 （酒井専務）

特段の報告なし。三監事が挨拶。

盪　予算決算特別委員会

２月18日貍 （酒井専務）

スムースに。最後に委員から一言づつ挨拶。

蘯　全国大会慰労会　２月18日貍 （黒住常務）

開催遅くなり申し訳ない。欠席者僅か。各部

署より一言頂く

盻　文化事業部会レクリエーション

２月19日豸 （南理事）

フラワーデザイン。９名出席

眈　会長選挙立合演説会

２月19日豸津山，20日豺総社，21日貂倉敷，

22日貉岡山 （酒井専務）

津山50名，総社40～50名，倉敷50名，岡山80名

眇　共済事業部会監査委員会

２月21日貂 （竹下理事）

17年度監査

眄　共済事業部会委員会

２月21日貂 （竹下理事）

18年度予算案。4月より実施

眩　社会保険部会　２月21日貂 （齋藤常務）

眤　学院教務会議　２月24日貊 （藤井常務）

4／22付厚生労働省より3年制移行承認する。

眞　県歯会長選挙投票日

２月26日豸 （酒井専務）

眥　広報部会長インタビュー

２月28日貂 （黒住常務）
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４月号に掲載。６年間を振り返って。東原，

矢吹，石井先生が取材

眦　吉備支部社保講習会

２月28日貂 （西田理事）

眛　診療報酬改定説明会打合せ

３月２日貅 （名越理事）

３／26の打合せ

〔関連団体との行事，会議等〕

盧　国民年金基金第32回代議員会

２月17日貊 （渡里理事）

株式で40％運用益。

盪　石津日出雄教授退職記念ならびに警察庁長官

賞受賞祝賀会　２月19日豸 （小林会長）

県警の方が多かった。

蘯　岡山県医療審議会医療法人部会

２月20日豺 （小林会長）

歯科なし。小谷会長辞任

盻　岡山地方社会保険医療協議会　２月21日貂

眈　岡山県国民健康保険在宅医療等推進支援委員

会及び健康日本21に関する研究会

２月24日貊 （國遠副会長）

講演があった。

眇　第２回「中規模県歯科医師会連合会」

２月23日貅 （小林会長）

長崎県欠席。あと殆ど出席。有意義な会は続

けて。事務局の処遇について

眄 都道府県歯科医師会医療管理担当理事連絡協

議会　２月22日貉 （渡里理事）

４つの報告と講演があった。日歯が指針を大

急ぎでする

眩 日歯理事会　２月23日貅 （小林会長）

メタボリックシンドロームを歯科に入れるよ

う努力する。国会議員向けパンフレット作成

中。年金問題で未加入の会員は保険医が出来

ないのは間違いがあった

眤 個人情報保護法講演会

２月24日貊 （渡里理事）

眞 第101回都道府県会長会議

２月24日貊 （小林会長）

登利先生出席。健保連が初診等について他

眥 おぎゃっと（山陽新聞事業社）と打合せ

２月27日豺 （平岩理事）

18年度もやる。協力依頼。現行→岡山，倉敷，

津山。真庭と備前市からも開催の打診あり

眦 支払基金幹事会　２月27日豺 （小林会長）

適正な明細書を。

眛 県保健福祉部次長と面会

２月27日豺 （小林会長）

藤澤次長より単県公費負担，1ヶ月1割（1000

円打切り）

眷　歯科技工士試験　３月２日貅 （藤井常務）

昨日筆記試験，本日実技試験。全体に素晴しい。

〔その他〕

盧 岡山社会保険事務局と面会　２月20日豺

盪 検死　２月26日豸 （江口理事）

３．行事予定

42件

４．協　　議

〔各種依頼事項について〕

盧 岡山県医療審議会総会の開催と出席依頼につ

いて

日　時　３月14日貂　14：00～15：30

場　所　岡山県庁　３階　大会議室

出　席　小林会長

盪 財団法人岡山県健康づくり財団より理事会の

開催と出席依頼，並びに任期満了に伴う理事

就任依頼について

日　時　３月28日貂　13：30

場　所　岡山県南部健康づくりセンター

２階　大会議室

出　席　小林会長　次期は酒井専務

蘯 日本学校歯科医会より第68回総会の開催と出

席依頼について

日　時　３月10日貊　13：00～16：30

場　所　新歯科医師会館　１階　大ホール

出　席　小林会長

理事会
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〔検討事項〕

盧　岡山県内盲聾者に対する口腔ケアの講演（実

技等含む）について

県内10名足らず。平岩理事が連絡，調整

盪　岡山県より第５次岡山県保健医療計画（案）

に対する意見について

黒住常務対応

意見提出　３月８日貉まで

蘯 入会申込について

承認

正会員　飛田　晴康（岡山支部）

盻 岡山県より禁煙宣言チラシへの名義使用依頼

について

名義使用は承認。相談窓口，紹介の文言は誤

解のないよう要望

眈 山陽新聞社より「食育推進キャンペーン」へ

の名義使用依頼について

承認

５．閉　会（國遠副会長）

今日の視点（國遠　守）

任期もあと４週間になり何かと行事予定が多くな

って参ります。

会長選挙も88.5％の投票率で何事もなく無事終

り，酒井候補が当選し，また，日本歯科医師会監

事に原副会長が内定しました。

両先生の活躍を期待いたしております。

１．報　　告

〔各部委員会〕

盧　日本学校歯科医会臨時常務理事会

３月３日貊 （黒住常務）

代表者会議に向けての打合せ

平成17年度 第38回

平成18年３月９日貅

18：30～20：30

盪　広報部編集委員会　３月３日貊

蘯　第10回議事運営特別委員会　３月３日貊

盻　選挙管理会委員会　３月４日貍

眈　社会保険部検討委員会　３月４日貍

眇　歯科医師国保理事会，運営委員会

３月４日貍

眄　公衆衛生部小委員会　３月６日豺

眩　学術部委員会　３月８日貉

眤　医療管理部委員会　３月８日貉

眞　学術部小委員会　３月８日貉

〔本会関連の研修会・会議等〕

盧　学院一般入試（二次） ３月８日貉

〔その他〕

盧　県施設指導課と面会　３月８日貉

盪　岡山県警本部と面会　３月９日貅

２．行事予定

42件

３．協　　議

〔各種依頼事項について〕

盧　山陽歯科衛生士専門学校より平成18年度入学

式の開催と臨席依頼について

日　時　４月６日貅　10：00

場　所　山陽歯科衛生士専門学校　

欠　席・祝電

盪　岡山県医療安全相談連絡協議会の開催と出席

依頼について

日　時　３月20日豺　15：00～16：30

場　所　岡山衛生会館　第２会議室（５階）

出　席　藤井常務

〔検討事項〕

盧　岡山県看護協会より「全国看護フォーラム」

開催のポスター・チラシの配布依頼について

３月末の発送物（調査・学術）に同封

盪　入会申込について

いずれも承認

正会員　大塚壮一郎　（井原支部）

正会員　伊達　　浩　（岡山支部）

４．閉　会（原副会長）

理事会
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今日の視点（西岡宏樹）

４月に実施される点数改定は，初診料ひとつをと

っても決して受け入れるべきではない内容であ

る。必要以上に数多くの文書提供は，混乱を招き，

診療の妨害となろう。現場を知らない偏見に満ち

た役人の，歯科に対するこれほどあからさまな仕

打ちを受け入れるほど，なにを卑屈になっている

のか。今こそ個人個人が自覚を持ち，団結して漸

進を図らねばならない。一人ひとりの意識が組織

を変える。全会員が一致団結して死中に活路を見

出そうとするのが組織として当然の姿であろう。

１．会長挨拶

いよいよ最後の理事会になりました。長い間本当

に有難うございました。本当にすばらしい理事の

皆様に支えられての２期６年間でした。先日は慰

労会までしていただき有難うございました。去る

先生，残る先生，これからも県歯の為にご尽力い

ただくようお願い申し上げます。

２．報　　告

〔各部委員会〕

盧　会館運営打合せ ３月９日貅

盪　広報部編集委員会　３月10日貊，14日貂，

17日貊，24日貊 （黒住常務）

代議員会報告は臨時代議員会報告と併せ別冊

で。

蘯 公衆衛生部小委員会

３月13日豺，20日豺，29日豺 （平岩理事）

モデル事業363名集計。健康おかやま21の補

助事業の集計

盻　社会保険部検討委員会

３月13日豺，15日貉，16日貅，18日貍，

平成17年度 第40回

平成18年３月30日貅

18：30～20：00

24日貊，25日貍 （西田理事）

資料作成

眈　裁定部委員会　３月14日貂 （原副会長）

眇　学術部生涯研修委員会　３月28日貂

眄　裁定部懇親会　３月29日貉

〔本会関連の研修会・会議等〕

盧　学院第47回卒業証書授与式，謝恩会

３月11日貍 （藤井常務）

48名卒業。国家試験１名不合格，

盪 学院教務会議及び一般二次入試選考委員会

３月13日豺 （藤井常務）

２名受験で２名合格

蘯 第133回学術集談会，終了後懇談会

３月18日貍 （小林理事）

講演　皆木教授

盻 選挙管理会慰労会　

３月18日貍 （國遠副会長）

眈　定時代議員会　３月19日豸

眇　福祉共済会代議員会　３月19日豸

眄　定時総会　３月19日豸

眩　学院職員会議　３月20日豺 （藤井常務）

１年生進級判定。2名留年対象だが再試等で

進級

眤　学院増築工事落成式神事及び祝賀会

３月21日（火・祝） （藤井常務）

眞　診療報酬改定説明会

３月26日豸 （西田理事）

段階を追って平成23年オンライン化

（齋藤常務）

今回の改定は説明しづらい。解りづらかった

との声 （名越理事）

〔関連団体との行事，会議等〕

盧　日本学校歯科医会理事会

３月10日貊 （黒住常務）

総会準備

盪　日本学校歯科医会第68回総会

３月10日貊 （黒住常務）

100名強で総会。小林会長出席

理事会
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蘯 平成17年度岡山県介護保険関連団体協議会連

絡会議　３月10日貊 （國遠副会長）

盻 兵庫県歯科学院専門学校歯科衛生学科第35

回・歯科技工学科第38回卒業証書授与式

３月11日貍 祝電

眈 ベル歯科衛生専門学校第38回卒業証書授与

式，謝恩会　３月11日貍 （小林理事）

眇　笠岡歯科技工専門学校第39回卒業式

３月11日貍 （國遠副会長）

16名卒業。

眄　日本プライマリ・ケア学会第13回岡山県支部会　

３月11日貍 （小林理事）

マウスガードボランティア活動を報告。動画

で発表

眩　都道府県歯科医師会社会保険担当理事連絡協

議会　３月12日豸 （齋藤常務）

眤　歯科技工士試験委員会　

３月13日豺 （藤井常務）

36名全員合格。

眞 岡山県医療審議会総会

３月14日貂 （小林会長）

眥　日歯理事会

３月15日貉，23日貅 （小林会長）

最終の理事会

眦　社保指定更新集団指導

３月15日貉 （西田理事）

指定更新。

眛　三地区歯科医師会打合せ会

３月15日貉 （小林会長）

眷　日本歯科医師会第155回代議員会

３月16日貅～17日貊 （小林会長）

眸　岡山産業保健推進センター運営協議会

３月16日貅 （平岩理事）

議長小谷先生退任。17年度報告等。

睇　岡山歯科技工専門学院第31回卒業証書授与式

３月21日（火・祝） （國遠副会長）

20名卒業。

睚　おかやま外国人生活サポートネットワーク会議　

３月22日貉 （江口理事）

真庭市在住の外国人の現況報告等。

睨　岡山大学歯学部第21期卒業生謝恩会

３月24日貊 （小林会長）

56名卒業。

睫　支払基金幹事会及び懇談会

３月27日豺 （小林会長）

退任挨拶

睛　岡山県健康づくり財団理事会

３月28日貂 （小林会長）

睥　岡山大学歯学部社保講習会　３月30日貅

〔その他〕

盧　岡山県警鑑識課と面会

３月14日貂 （小林会長）

新任ご挨拶。

盪　検死　３月20日豺，23日貅，25日貍

（江口理事）

蘯　住友信託銀行岡山支店と面会　

３月20日豺，22日貉 （竹下理事）

３．行事予定

11件

４．協　　議

〔検討事項〕

盧　入会申込について

正会員　平野　和幸　（岡山支部）

正会員　松尾　憲治　（岡山支部）

いづれも承認

５．閉　会（國遠副会長）

今日の視点（南哲之介）

任期最終の理事会も無事終了した。年平均，約

100回以上の出務の中にあって，気持ち萎えるこ

となく２期目，３期目へ突き進む理事諸侯の気力

に敬意を表すとともに，健闘と健康を御祈りした

い。

理事会
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平成18年

３月13日豺 蜷日本歯科衛生士会（金澤紀子会長）

日衛「学会」設立を了承

趣旨賛同の個人・企業団体も入会可

14日貂 蜷厚労省　施設動態調査

平成17年12月末

67,250施設（対前月　21施設蜒）

〔岡山地区〕 996施設（対前月　８施設蜈）

17日貊 蜷日歯　第155回日歯代議員会

研究機関　18年度内設置を表明

蜷日本医療機能評価機構 「医療事故情報収集等事業第４回報告書」

2004年10月～2005年９月（１年間）

施　設　　　　　　　　　272病院

件　数　　　　　　　　　 1,114件

死　亡　　　　　　　　　　143件

障害の残る可能性の高い 159件

事故の概要

治療処置　336件（30.2％） （歯科医療関係　２件含む）

当事者

医　師 209人

看護師　 109人

歯科医　 ４人

関連診療科

外　科　 132件

内　科　 128件

整外科　 120件

歯　科　 ５件

発生要因

「確認を怠った」 292件

Monthly  Dental  News  Review (2)Monthly  Dental  News  Review (2)

Monthly  Dental  News  Review

(21)(21)(21)Monthly  Dental  News  ReviewMonthly  Dental  News  ReviewMonthly  Dental  News  Review
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「観察を怠った」 247件　　

「判断を怠った」 238件

ヒヤリ・ハット事例

全国1200を越す医療機関　約９万件

当事者

看護師 ７万件

医　師 4,113件

薬剤師 3,343件

歯科医師 45件

歯科衛生師 11件

歯科技工師 ２件

20日豺 蜷日本歯科技工士会（中西茂昭会長） 「連盟との峻別必要なし」

・約１年前より厚労省より要請あり

・歯科技工関係では診療報酬改訂は一定の評価をしたい

27日豺 蜷日歯連盟評議員会

大久保会長が表明

日歯連盟事件の弁護費用

臼田氏らの支払い不可　立替え分　7,300万円

28日貂 蜷厚労省「健やか親子21」（2000年発足）

最終評価視野に３指標追加

歯科関係「う歯のない３歳児」

目標値80％以上

４月４日貂 蜷社会保険診療報酬支払基金（12月診療分）

歯科金額が前年比減

マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

診療種別支払確定件数及び金額（17年12月診療分）

（注）総計の件数は，食事療養費を除く数値である。

診 療 種 別 件　数
対前年同月比 構成割合 対前年同月比 構成割合

金　額

総　　　　　　　計

医

科

計

入　　　院

入　院　外

千件 ％ ％ 百万円 ％ ％

70,853 101.3 100.0 878,572 100.7 100.0

42,113 100.4 59.4 641,544 100.0 73.0

972 97.6 1.4 290,162 99.6 33.0

41,142 100.4 58.1 351,382 100.3 40.0

歯　　　　　　　科 8,660 100.9 12.2 80,931 97.7 9.2

調　　　　　　　剤 20,049 103.4 28.3 134,319 107.0 15.3

訪 問 看 護 療 養 費 30 108.9 0.0 1,104 108.7 0.1
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４月５日貉 蜷日本歯科医学会（江藤一洋会長）

19専門分科会

７日貊 蜷日本歯科医評会　アジア太平洋歯科連盟（APDF）を脱退

日本・韓国・オーストラリア・ニュージーランド

事務を含めてその議事運営などが不透明による

マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

歯科診療報酬諸率（17年12月診療分）

区 分
１件当たり点数

対前年同月比 対前年同月比 対前年同月比

１日当たり点数 １件当たり日数

総　　　　　　　計

医療保険

老人保健

点 ％ 点 ％ 日 ％

1,296.6 96.8 598.8 100.1 2.17 96.7

計 1,261.1 96.9 588.4 100.1 2.14 96.8

被 　 保 　 険 　 者 1,385.7 96.6 618.3 99.8 2.24 96.8

被扶養者３歳以上 1,119.1 96.6 549.4 100.2 2.04 96.3

被扶養者３歳未満 516.8 99.1 457.5 101.9 1.35 97.2

高 齢 者 ８ 割 1,339.0 93.5 582.1 98.1 2.30 95.5

高 齢 者 ９ 割 1,654.4 97.3 659.9 100.1 2.51 97.2

計 1,743.7 96.7 715.8 100.3 2.43 96.4

８　　　　　　　割 1,435.9 96.4 613.4 100.0 2.34 96.4

９　　　　　　　割 1,810.1 96.5 738.1 100.1 2.45 96.4

学　会　名 人　数 増　加　分

１ 日本口腔外科学会 8,620

２ 日本補綴歯科学会 6,621

３ インプラント学会 6,245 １ 364

４ 歯周病学会 5,566 ２ 363

人

人

この県歯会報５月号にて編集長としての職務を終え，次期広報部中村編集長に

バトンをお渡ししました。会員の先生方，委員の先生方，３年間本当にありがと

うございました。

尚，「マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー」及び「天上大風」は福江・

松尾両参事編集の下，引き続き掲載されますので，今後ともよろしくお願い致し

ます。
広報部　東原慶和



第155回日歯代議員会にて原 武仁先生 日歯監事に当選

第155回日歯代議員会が３月16日貅，17日貊の両日，新歯科医師会館で開催され，監事選挙は立候補

者が定数の３名であったため，無投票で原　武仁先生，他２名が日歯監事に当選となった。

予算・決算特別委員会委員の指名について

岡山県歯科医師会代議員会

議 長 大　島　道　雄

本会　予算・決算特別委員会規則第７条により標記委員会委員を指名させて頂きました。

（任期：平成21年３月31日）

中　村　文　昭　（岡　山） 岡　村　和　則　（赤　磐）

永　澤　正　信　（岡　山） 大　村　章　夫　（吉　備）

石　原　美　章　（津　山） 三　宅　教　夫　（井　原）

若　林　徹　也　（倉　敷） 宮　島　郁　夫　（真　庭）

小　坂　　　稔　（都　窪） 大　村　章　夫　（吉　備）

（支部順，アイウエオ順）
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日本プライマリ・ケア学会　後記

日本プライマリ・ケア学会第13回岡山県支部会が，平成18年３月11日貍午後２時より岡山衛生会館５

階中ホールにて行われた。

今回は「岡山県における地域ケアの実現を目指して」というテーマで，まず北海道大学医療システム

学分野の前沢政次教授が「地域包括ケア実現への道程」と題して基調講演された。その要旨は，

・・人が人をケアする領域の問題が経済性，効率性重視へ極端に変更していくことは患者，利用者不在

の事態を招きかねないので，「ケアの本質をはずさない実践」と「緩やかなしくみの構築」を図る

ことが重要である・・

というもので，地域包括ケア実現へのステップとして自らが歩んで来られた４段階

①まずひとつの命に寄り添う ②協働する仲間を増やす

③地域住民の力を信じる ④地域のリーダーが育つ

について話され，これからの課題である「地域包括支援センター」を具体例として取り上げ，少子高齢

化，情報化，国際化，市町村合併などの波の中での真の健康文化成熟のために何をめざすべきかを述べ

られた。

その後一般口演として「高齢者リハビリテーション」「へき地医療・難病」「在宅ケア」「栄養改善・

口腔機能」の各テーマで計13の演題で地域ケアに係わる発表があった。各演者ともそれぞれの立場での

現状，問題点，症例などについて規定時間に収まらない熱弁であった。

岡山県歯科医師会からは，昨年の第12回支部会で「歯科からの提言～コンタクトスポーツ，特にラグ

ビーにおけるマウスガードの効用～」と題して玉島支部の渡辺　治先生が口演されたことに続いて，今

回は「マウスガード作製ボランティア～第５回全国障害者スポーツ大会に参加して～」というタイトル

で発表した。その内容は，昨年に知的障害者バスケットボール選手団へボランティアでマウスガードを

作製したときの活動報告であり，マウスガードの効果，実際に印象採得し作製・調整している場面の映

像，マスコミ報道等でマウスガードの必要性がPRできたこと，また行政のスポーツ外傷に対する理解

が深められたこと，などを口演した。

「本日の会が，今後の岡山県での地域ケアの取り組みに少なからぬ好影響を与えてくだされば，望外

の喜びを感じる次第です」という主催者の言葉で閉会となった。

（大上宏己）
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学術集談会 「咬合を再考する」 後記

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 咬合・口腔機能再建学分野　教授

岡山大学医学部・歯学部附属病院　歯科系診療担当　副病院長

皆木　省吾 先生

3月18日貍午後６時から，第133回学術集談会が開催されました。今回は，岡山大学から皆木教授を招

聘し，咬合をテーマにした演題でした。

以下が講演要旨です。

＜Palatal Appliance＞

顎関節症に対してはスプリント療法が，広く臨床で行われているが，明確なエビデンスがない。（エ

ビデンスを扱ったCochraneの医学分野HPによる）

しかし，我々臨床家にとって，エビデンスがないが歴史的レビュー（現象）があるのも事実である。す

なわち漓咬合治療，補綴修復が顎関節症の予防法として使用し得る科学的証拠は無い。滷顎関節症患者

の多くの症例で，保存治療が疼痛を改善，機能の正常化つながることが示されている。澆欠損治療など

の補綴治療が顎関節症改善の証明は無い。

そこで，岡山大学歯学部附属病院を訪れる顎関節症患者の

治療内容を分析すると，診断と説明で終わるケースが34%，

Palatal Applianceを試みるケースが48%，咬合調整，補綴治療

などを試みるケースが15%，この15%の内，スプリント療法の

ケースが4%となっている。48%と大半を占めるPala ta l

Appliance療法は，レジン床タイプですが，咬合面はレジンで

覆わず，口蓋面のみをレジン床で覆うパラタル床タイプで，

咬合の変化は一切無い。口蓋部のレジンには薄型と厚型があ

るが，厚型タイプが顎関節症の疼痛緩和に効果が大きい事が

多い。これは，口蓋床の咀嚼系筋群への影響が考えられる。

（図１）
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＜二回鋳造法＞

以前からある咬合採得法の一法にＦＧＰ法がありますが，実際には咬合採得が難しい。２回鋳造法は

先ず，咬合面を制作せず，歯頸部までの金属冠に咬合面にレジンが付与できる維持形態を作成します。

それに，即重レジン（ユニファースト，ＧＣ社製）を添加し暫く咬合させ，咬合面を自然と作り上げま

す。そして，その対合歯の印記で出来た咬合面レジンを金属冠と同時に，再度鋳造しＣｒ或いはＢｒを

制作する方法です。教室での研究で一般の鋳造冠方法より，大幅に調整時間が短縮され，予後も優れて

いることが証明されています。（図２）

（近藤修六）
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図２

学術部

図１

休診給付・入院給付の申請を５月31日までに

厚生部共済事業部会

平成17年度（平成17年４月１日～平成18年３月31日）中に，入院のみで10日以上，

入院と自宅療養を併せて20日以上病気，或いは不慮の事故のため休診された方は，本

年５月31日までに本会へ特別共済休診給付及び入院給付をご申請くださるようお願い

いたします。期日を過ぎますとお支払いできない規定になっていますのでご留意くだ

さい。

（平成18年３月から４月に亙って休診の場合は，３月31日までの休診について申請し

て下さい。）

厚生部 共済事業部会
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倉敷支部

歯の衛生週間特別行事　第30回歯の健康フェア

主　　　催 岡山県歯科医師会　倉敷歯科医師会　倉敷市

共　　　催 岡山県歯科衛生士会　岡山県歯科技工士会倉敷支部　岡山県

日　　　時 平成18年６月４日豸　10時～16時

場　　　所 ライフパーク倉敷（入場すべて無料，無料駐車場あり）

問 合 せ 先 倉敷歯科医師会　　　　　　　　電話　086 -422 -2122

倉敷保健所保健課健康増進室　　電話　086 -434 -9820

＊講演会（13時30分～15時30分）

演　題 「女房は宇宙飛行士」

講　師 向井　万起男先生　（慶応義塾大学医学部助教授）

慶応義塾大学心臓外科医から宇宙飛行士に転身した向井千秋さんと結婚。スペースシャトルで２

回宇宙に飛び立った妻を見送った。その経験を綴ったエッセイ「君についていこう 女房は宇宙を

めざした」「女房が宇宙を飛んだ」を出版。

＊わくわく 子供のコーナー

・予防コーナー（６歳未満児対象，受付時間　10時～15時）

歯科健診，ブラッシング指導，無料フッ素塗布

・体験！　歯を見てみよう・かむ力チェック・健口なおやつ

・人形劇「はみがきだいすき！　しっかりくんといっしょ♪」

・ぼくのわたしの指型づくり

＊いきいき 大人のコーナー

・美容と歯とさわやかいきいき （口臭測定）

・カムカムレシピ （健康メニュー試食）

・お口の川柳コンテスト

・全身疾患と歯

・8020達成者紹介

・寝たきりの方のお口のケア

・身障者の方のお口のケア

＊健康くらしき21コーナー

・体力測定

・健康体操

・展示

（黒木祐二）

支部・モニター通信 

講師　向井万起男先生
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赤磐支部

ブランチプロジェクト

赤磐歯科医師会では，以前から「健康づくり運動」

の一環として住民の皆様方に対し歯科啓蒙活動を展

開しています。昨年は，「噛む」ことの意義を中心

に，冊子ならびにパネルを作製して公衆衛生活動に

役立てました。今回は，乳幼児から高齢者を対象に

啓蒙用ポスターを作製し行政機関，教育機関等に無

料贈呈しました。

平成18年３月30日貅赤磐市役所にて当支部の岸田

会長より荒嶋赤磐市長にポスターを贈呈し広く市民の口腔健康増進に役立てていただき，今後とも歯科

医師会と行政機関等との連携を深めていくことを確

認しました。

当支部では，このような取り組みを通じて地道で

はありますが今後とも住民の健康増進に役立てるよ

う努力していくつもりです。

（モニター 内藤克己）

支部・モニター通信

日曜・祝日の開館予定日

お知らせ

３日（水・祝）４日（木・祝）５日（金・祝） ７日（日） 14日（日） 21日（日） 28日（日）

× × × × × × ×

４日（日） 11日（日） 18日（日） 25日（日）

○ × × ×

9:00～17:00

６月

５月

○印 開館予定
×印 閉館予定

※行事等の都合により変更となる場合もあります。 ※詳細については事務局にお問い合わせ下さい。
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小林杲平先生（瀬戸内支部）

瀬戸内支部からはフルーツ栽培の名人，小林杲平先生を御紹介したいと思います。

小林先生は，穏和で瀬戸内式気候のようなご性格。特に力を入れているのは桃の栽培という

ことで，盛夏の中，ご無理をお願いしたところ，取材を快くお引き受け頂き，取材に行かせて

いただきました。

（モニター 大西俊之）

「果物作りの名人」

質問１．いつ頃から栽培を手がけられているのですか？

10年ほど前，西大寺観音院あと祭りの植木市で桃の木を見つけ，これだ！と庭に植えてから始めま

した。今は２本の木を栽培しています。１本は清水白桃。２本は丁度少し時期がずれてできるのです。

質問２．どのぐらいの桃が採れるのですか？それまでのお手入れはどうするのですか？

袋かけを800個ほどしても200ほどは落ちてしまうので，できるのは600個ほどで，７月下旬に収穫

します。今年は桃が小粒ですが結構甘いですよ。

４月に開花したあと，１ケ月ほどで摘果（間引き）して親指ほどの大きさになったときに殺虫剤を噴

霧して袋かけをします。その後も実に虫がくるので，数回噴霧します。

異彩なこの人 
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質問３．桃の他にはどんな果物を栽培しているのですか？

梅，ブルーベリー，さくらんぼ，すいか，いちじく，ブドウ（キャンベル・ベリーＡ），柿，ゆず，

デコカン，びわ，温州ミカンなどです。

野菜もトマトやきゅうり，インゲン，ピーナッツ，おくら，ししとう，ピーマン，ゴーヤなども作

っています。朝は５時過ぎから水やりをするんですよ。

質問４．果物作りの楽しさはいかがですか？

自宅で四季の花を見て楽しめ，実を味わって楽しめる果樹は健康にもうれしいおまけ付きで，家族

みんなで水やりや草取り，薬剤散布など手入れをしています。美味しい果物を食べるひとときは買っ

て食べるだけでは味わえない格別のものがありますね。これからもいろんな果物に挑戦したいです。

先生大変ありがとうございました。

「博子先生とお嬢様と一緒にお住まいの庭は，果樹たちもご家族の一員として先生方の健康を育むと

ともに，お子様の心身の成長を促してきたのだな」と思いつつ，夏の厳しい日差しを浴びながら，お土

産に取り立ての桃を頂き，家路についた。

（帰って味わった清水白桃の味は格別で，また来年もお邪魔しようと心に誓うのでした。）
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「岡山歯科技工専門学院」

岡山支部 居　樹　秀　明

「居樹，技工士学校の講師やってくれんか！」

「えっ～！！」である。卒業して大学に残らず即開業医に勤めた私にとって，たくさんの人を教える

など全く経験がない。ましてや学生のときとても得意とはいえなかった歯科技工を教えるなんて。

しかし，一応大学の体育会系の部活にいた私にとって大学の先輩のことばは絶対。しかも日ごろから

お世話になっている先輩である。とても断れる状況ではない。「やりまーす」

授業は100分。とっても長い。人間が集中している限界を超えている。寝ている学生にとってはあき

らかに寝すぎ。ということで真ん中に５分の休憩をいれることにした。「授業つまらなかったら堂々と

寝ていいよ。でも大事なところは起きて聞いてね」自分が学生のときはつまらない授業はしっかり寝て

いたのに，「ちゃんと起きて聞け！」などとはとても言えない。といいながら，堂々と寝ている学生さ

んを見ると当てておこしたりして。

テーマは各個トレー，支台築造など。教科書を読むだけでは10分で終わってしまう。臨床の写真など

みせながらいろんな解説をするのだが，それでも100分は長い。授業の半分は雑談になる。雑談といっ

ても，ただくだらない話を続けるのではなく，少しでも頭に残るような話をしようと考える。歯科業界

の，そして人生の先輩としてできる限りのことを伝えたいと思っている。ときには，「勉強は国家試験

に受かる程度でいい。それより今しかできないことをやっておいたほうがいいよ」などと過激なことを

しゃべったりする。教職員の先生方に嫌がられるだろうな，などと思いつつ。

技工士さんの現状は歯科医師と同じで，

二極化が進み決して良いとはいえない。ク

ラス全員が勝ち組になるのは不可能なこと

だろう。たとえドロップアウトしても，歯

科業界で我々とともに仕事ができればなど

と思っている。そして何年か後に，居樹が

あんなこといってたなと思い出してくれれ

ばうれしいものである。

次回は寺門恵一先生（岡山支部）をご紹介します。

リレー随筆  O.D.A.

岡山歯科技工専門学院の学生たちと



岡山高等歯科衛生専門学院

新学舎竣工式・竣工記念祝賀会開催さる

社団法人岡山県歯科医師会立岡山歯科衛生専門学院（二年制）は３月31日をもって閉校。新たに岡山

高等歯科衛生専門学院（三年制）として４月１日より開校することになった。

開校に伴い，昨年８月24日より始まった別館新学舎工事が予定通り２月10日に竣工。引渡しが完了し

たので，３月21日午前10時より関係者多数が参列して新学舎の竣工式が厳かにとりおこなわれた。

会場の別館３階第三講義室には，祭主岡山神社様により祭壇が設けられ，修祓の儀に始まった神事は

小林県歯会長をはじめとする歯科医師会関係者，並びに設計・施工に携わった工事関係者の玉串奉奠，

学舎の安全と発展を祈る昇神の儀，最後に神酒拝戴と滞りなくとりおこなわれた。

正午よりは会場をホテルグランヴィア岡山フェニックスの間に移し，多くのご来賓をはじめ，会員を

代表した県下20支部の代表者，石関町町内会役員の皆様，県歯執行部理事の皆様，工事関係者，学院関

係者，県歯事務局職員の皆様を一同に介しての竣工記念祝賀会が盛大に開催された。

大西学院教務部長の軽妙な司会進行で始まった祝賀会は，小林県歯会長のここに至るまでの紆余曲折

の想い出と，苦労を分かち合った工事関係者の方々への深い感謝を込めた開会挨拶に引き続き，ご来賓

を代表して出席頂いた岡山県保健福祉部施設指導課　野田 裕課長，社団法人岡山県専修学校各種学校

振興会　平田眞一会長の祝辞。有限会社マクロ建築設計　中原 猛雄代表取締役，株式会社重藤組　重

藤武士代表取締役への感謝状贈呈。岡山県歯科診療補助者養成所教育振興会，岡山県歯科衛生士会，岡

山歯科衛生専門学院同窓会等よりの竣工お祝いの贈呈。多数の祝電披露。と，お祝いムードを高めるセ

レモニーが続いたあと，学校法人第一原田学園山陽歯科衛生士専門学校　原田三代治校長による力強い

乾杯のご発声で開宴となり一気に歓談の輪が広がった。

宴たけなわの中，二年制最後のクラス48期を代表して岸田佐都美さんより小林学院長に感謝状と花束
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が贈呈され，突然の出来事に感無量の

面持で対応する学院長としての小林県

歯会長の素顔が垣間見られるハプニン

グもあった。また，旧別館取り壊しか

ら９月19日の地鎮祭，埋蔵文化財の試

掘調査，基礎掘削とアンカーセット，

基礎コンクリートの強度テスト，10月

29日上棟式での基礎ボルト締付け儀式，

その後の鉄骨工事，外壁工事，内装工

事の過程が２月10日の引渡し日に至る

までプロジェクタで紹介され，２月22日付で厚生労働省より三年制移行の正式認可がおりたことが報告

された。また，町内会の皆様より学院生に対してお褒めの言葉をいただいたり，町内活性の為にも学院

の存在は有難いとの大変嬉しいご発言も飛び出して大変有意義な宴が繰り広げられた。

２時間半に及ぶ祝賀の宴は，三年制移行に向けて最高責任者として大奮闘してきた藤井副学院長が述

べる万感交到る閉会の挨拶で終宴となった。

暫くの間岡山高等歯科衛生専門学院は，二年制課程の２年生（48期生　H19年３月卒業）と，三年制

課程の１年生（49期生　H21年３月卒業）の組合せで学院運営がなされますので，平成19年度（H20年

３月卒業）の当学院の卒業生は「０」となります。今からご承知おきいただくと共に，少子化の波で学

院の受験生も減少傾向にあります。各支部で進学希望の学生さんがおられましたら是非ともご紹介を賜

りたくお願い申し上げ，今後とも三年制課程の岡山高等歯科衛生専門学院発展のためにお力添えをお願

い申し上げます。

（副学院長　鈴木　次）
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会員名簿作成に当って

本会会員名簿を新しく作成するにあたり，現在の名簿を整理中です。

本会より送付致しております郵便物等通信文の宛名が違う方や，電話番号，

FAXの変更・新設を，まだ本会へご連絡いただいていない方は，至急本会宛

お知らせ下さいますようお願い致します。
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社団法人岡山県歯科医師会立

岡山歯科衛生専門学院

第47回卒業証書授与式

春の萌しが感じられる３月11日貍第47期生48名の

者が来賓・講師・保護者・在校生に見守られながら

卒業証書を授与され，歯科衛生士として羽ばたいて

いきました。

小林学院長先生は「歯科医療を取り巻く環境は苛酷

なまでも厳しい。２年間学んできたことに加え，

日々研鑚を積み大きく成長して欲しい」と告辞を述

べられました。

また，岡山県保健福祉部　鳩本清美様，岡山大学医学部・歯学部附属病院副病院長　皆木省吾様，岡

山県歯科衛生士会長　松尾敬子様からも祝辞をいただきました。卒業生は真剣な眼差しで聞き入り，志

を新たにしていました。多くの方々に支えられているという実感がわいたようでした。

岡山県歯科医師会会員の先生方をはじめ関係諸団体の皆様にご指導いただき専門的な知識と技術，社

会性を習得することができました。この貴重な体験を活かし県民の口腔衛生の向上に貢献し活躍してく

れることを願っております。

（鹿島園子）

学院だより 
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 　　項　　　　目  　　　区　　　　分 年　　額（円） 

 　入　　　　会　　　　金 正会員，特別会員 700,000 

  平　等　割 正会員，準会員 70,000 

 　 平　等　割 特別会員 180,000 

 収　入　割　負　担　金 社保・国保（窓口分を含む）　　　毎月　2.8/1000 

  加　入　金 入会時 177,000 

 　　  74歳まで 30,000 

   満75歳以上80歳まで　　　　　

加入期間による
　　　　　（満80歳は免除） 

   満75歳以上の会費については
18年４月号をご参照下さい。

 　
中 国 地 区 連 合 会

 負担金 800 

  学会費 1,500

　　　入　　　　　会　　　　　金
 一般会員 100,000 

  ５条２項会員 75,000 

 
会　　　　　　　　　　　費

 一般会員 38,000 

  ５条２項会員 23,000 

 福　祉　共　済　負　担　金  102,000 

 

年　　金　　拠　　出　　金

 49歳以下  　一口1,000円/月 加入口数に応じた額 

  月額10,000円以上 　　
加入額

 

  10,000円単位  100,000円限度  

岡
山
県
歯
科
医
師
会
　
　
　
　  
　
日
本
歯
科
医
師
会 

会　　　費 
県　　歯 

新 共 済  

会　　費 

平成18年度　会費等について

平成18年度にご納入いただきます会費等の金額は，先般の代議員会等で次のように決まりました。

出費ご多端の折柄まことに恐縮ですが，ご了承ご協力下さいますようお願い申し上げます。

尚，収納金額は毎月の本会会報「事務局だより」欄へ掲載し，領収書（白色紙Ａ４判）は，翌月

１日発行の本会会報と共に同封してお送りいたします。

記
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故 河上　一衛　先生

享年95才（平成18年３月10日ご逝去）

小田郡矢掛町矢掛3040－５

謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます。

訃　　　　　報 

◎新入会員

佐伯　正則　正会員　Ｐ27 倉敷支部

［新］（診）

〒712-8043

倉敷市広江５丁目2-31

さえき歯科医院
TEL（086）455-1555

FAX（086）455-0155

◎住所の異動（合併による住所変更）

正会員　　　Ｐ40 赤磐支部

川合　智二 （診）和気郡和気町佐伯139-1

古矢寿賀一 （診）和気郡和気町佐伯278-1

正会員　　　Ｐ47 浅口支部

岡本　元造 （診）浅口市金光町地頭下844

岡本健一郎 （診）浅口市金光町地頭下844

小幡　廣子 （診）浅口市金光町占見新田626

上月　生也 （診）浅口市鴨方町鴨方969

小坂　剛典 （診）浅口市鴨方町鴨方王子

奥通2078-11

雀部　一郎 （診）浅口市金光町占見新田

391-1

雀部陽一郎 （診）浅口市金光町占見新田

391-1

雀部　啓二 （診）浅口市鴨方町六条院中

上の口2301-1

佐藤　簾平 （診）浅口市鴨方町鴨方1099-5

城山　　博 （診）浅口市鴨方町六条院西

2281-7

林　　由美 （診）浅口市鴨方町鴨方152-1

藤井　　徹 （診）浅口市金光町占見267-6

淵野　俊彦 （診）浅口市金光町占見新田

721-1

淵野　瑛木 （診）浅口市金光町占見新田

721-1

森　　俊雄 （診）浅口市鴨方町六条院中

3879

会 員 異 動 
３月末日現在　正会員数1,046名
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山本　繁子 （診）浅口市寄島町7476

山本　雅一 （診）浅口市寄島町7323-1

横山美千代 （診）浅口市鴨方町六条院中

2965

◎番号の変更

曽我　卓也　正会員　Ｐ13 岡山支部

（診） FAX（086）270-7577

清水　雅之　正会員　Ｐ27 倉敷支部

（診） FAX（086）422-5180

中條新次郎　正会員　Ｐ39 瀬戸内支部

（診） FAX（0869）26-6637

武藤　愛治　正会員　Ｐ56 真庭支部

（診） FAX（0867）42-6105

◎死亡

河上　一衛　正会員　P49 小田支部

〒714-1201 小田郡矢掛町矢掛3040-5

（Ｐ＝会員名簿のページ）

会 員 異 動 
平成18年４月１日

事務局人事異動

岡山県歯科衛生士会から 

〈研修会のお知らせ〉 第一回学術講習会
第１回学術講習会を下記のとおり開催いたします。通常総会終了後，同じ場所での開催となります。

ぜひ，ご参加ください。

開催日時 平成18年５月21日豸　13：00～15：30

開催場所 岡山県生涯学習センター情報創作棟　２階　大研修室

演　　題 「口腔機能向上プログラムのすすめかた」

講　　師 鳩本清美先生（岡山県保健福祉部健康対策課参事，歯科医師）

小橋美由紀　（岡山県歯科衛生士会長寿社会対策部）

＊会　員：無　料　　＊会員外：3,000円となります

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
岡山高等歯科衛生専門学院の三年制移行並びに新校舎の竣工

おめでとうございます。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今後のますますのご発展をお祈りいたしております

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

事 務 局 長　　　　　　 闍　原　義　章

事務局次長　　　　　　　 吉　田　功　治

事務局主事　　　　　　　 武　田　恭　子

事務局書記　　　　　　　 坪　井　靖　代
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３月　会の動き

２日 歯科技工士試験 （藤井常務，毛利先生）

診療報酬改定説明会打合せ

３日 編集委員会

日本学校歯科医会臨時常務理事会（黒住常務）

日歯第10回議事運営特別委員会 （小林会長）

４日 歯科医師国保理事会及び運営委員会

社会保険部検討委員会

選挙管理会委員会

６日 公衆衛生部小委員会

８日 学術部委員会

学術部小委員会

医療管理部委員会

本会歯科衛生学院一般二次入試

県施設指導課と面会

９日 理事会

岡山県警本部と面会

会館運営打合せ

10日 日本学校歯科医会理事会 （黒住常務）

日本学校歯科医会第68回総会

（小林会長，黒住常務）

平成17年度岡山県介護保険関連団体協議会連

絡会議 （國遠副会長）

11日 本会歯科衛生学院第47回卒業証書授与式及び

謝恩会

ベル歯科衛生専門学校第38回卒業証書授与式

及び謝恩会 （小林理事）

笠岡歯科技工専門学校第39回卒業式

（國遠副会長）

日本プライマリ・ケア学会第13回岡山県支部会

（平岩理事，大上学術部副委員長）

12日 都道府県歯科医師会社会保険担当理事連絡協

議会

（齋藤常務，名越理事，西田理事，佐藤検討

委員）

13日 本会歯科衛生学院教務会議及び一般二次入試

選考委員会

社会保険部検討委員会

公衆衛生部小委員会

歯科技工士試験委員会

（藤井，小林，近藤，毛利各先生）

14日 編集委員会

岡山県医療審議会総会 （小林会長）

15日 三地区歯科医師会打合せ会

日歯理事会 （小林会長）

社保指定更新集団指導

社会保険部検討委員会

16日 日本歯科医師会第155回代議員会

（～17日　小林会長，奥野日歯代議員）

事 務 局 だ よ り  

１．本　会 

　　盧 診療報酬割会費（社保，国保２月診療の窓口分を含む総診療費の 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  を社保分から控除） 

　　盪 共済事業部会新共済　年会費　30,000円 

２．全国歯科医師国保組合 

　　盧 収入割，均等割保険料調定額　 

　　盪 収入割保険料（平成17年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　） 

３．日本歯科医師会 

　　盧 平成18年度前期分会費　一般会費　　 　19,000円 

 　　　　　　　　　　　５条２項会員　11,500円　 

　　盪 福祉共済負担金（７，８，９月分）　 　25,500円 

　　蘯 年金拠出金（６月分） 

2.8
1000

6.5
1000

1
12

5月の収納金 
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16日 岡山産業保健推進センター運営協議会

（平岩理事）

社会保険部検討委員会

17日 編集委員会

18日 第133回学術集談会及び懇談会

社会保険部検討委員会

19日 第146回定時代議員会

第116回定時総会

第79回福祉共済会代議員会

20日 本会歯科衛生学院職員会議

公衆衛生部小委員会

検死

21日 学院増築工事落成式及び祝賀会

岡山歯科技工専門学院第31回卒業証書授与式

（國遠副会長）

22日 全国歯科医師国民健康保険組合第57回組合会

おかやま外国人生活サポートネットワーク会議

（江口理事）

23日 日歯理事会 （小林会長）

検死

24日 岡山大学歯学部第21期卒業生謝恩会

（小林会長）

編集小委員会

社会保険部検討委員会

25日 社会保険部検討委員会

検死

26日 診療報酬改定説明会

移動理事会

27日 支払基金幹事会及び懇談会 （小林会長）

検死

28日 学術部生涯研修委員会

財団法人岡山県健康づくり財団理事会

（小林会長）

29日 公衆衛生部小委員会

30日 理事会

岡山大学歯学部社保講習会

5月・6月 本会の予定

５月13日　平成18年度第１回中国地区歯科医師

連合会役員連絡協議会

本会歯科衛生学院教育実習

25日 日本歯科医師会臨時代議員会

６月25日 平成18年度日歯生涯研修セミナー

（於　鳥取）

5月・6月 支部の予定

５月７日　吉備支部総会　

８日　新見支部理事会

９日　岡山支部第3回理事会

10日　玉野支部理事会

11日　津山支部例会

玉島支部役員会

12日　児島支部定例理事会

18日　勝・英支部定例会

20日　玉野支部総会

22日　津山支部理事会

23日　岡山支部第４回理事会

26日　笠岡支部理事会

６月１日　津山支部例会・定時総会　

２日　児島支部定例理事会　

笠岡支部理事会

４日　倉敷支部「第30回健康フェア」

新見支部「歯の衛生展」

８日　玉島支部役員会

10日　児島支部研修旅行（～11日）

13日　岡山支部第5回理事会　

新見支部理事会

14日　玉野支部理事会　

19日　児島支部総会

27日　岡山支部第６回理事会

28日　津山支部理事会
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岡山支店  岡山総合支社  市場開拓グループ 
〒700-0913   
岡山市大供1-2-10  損保ジャパン岡山ビル 
TEL:086（225）1045   FAX:086（225）1220
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